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今
年
の
梅
雨
は
典
型
的
な
陽

性
型
と
な
り
、
連
日
真
夏
を
思

わ
せ
る
晴
天
が
続
き
、
各
地
で

異
常
高
温
が
記
録
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

猛
暑
に
よ
り
、
愛
牛
の
暑
熱

対
策
が
不
可
欠
な
昨
今
、
ご
自

身
の
健
康
管
理
に
も
留
意
し
、

乳
質
管
理
・
需
要
期
増
産
に
お

励
み
下
さ
い
。

　

組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
総

代
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画

に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

組
み
、
目
標
の
達
成
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



酪農とちぎ農業協同組合　2004. 7.14●2

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

家
畜
排
せ
つ
物
法
の
対
応
・

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
建
設
を
着
工

　

第
三
回
通
常
総
代
会
を
六
月
三
十
日
、

高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に
総
代
百
四
十
五

名
が
出
席
し
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
定
刻
午
前
十
一
時
に
定
足
数

を
満
た
し
、
菊
池
副
組
合
長
が
開
会
を

宣
し
、
前
田
組
合
長
よ
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・

Ｂ
Ｓ
Ｅ
・
脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在
庫
対
策

・
需
要
期
増
産
・
家
畜
排
せ
つ
物
法
の

施
行
に
伴
な
う
組
合
の
対
応
及
び
高
原

Ｃ
Ｓ
の
新
設
着
工
・
県
南
支
所
の
建
設

予
定
を
含
め
、
三
年
度
の
経
過
、
四
年

度
の
事
業
方
針
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、橋
本
俊
一
県
農
務
部
長（
代

理
高
根
沢
文
夫
主
幹
）
か
ら
祝
辞
を
頂

き
、
議
長
団
に
は
、
小
森
幸
雄
氏
（
烏

山
町
）
佐
藤
一
男
氏
（
黒
磯
市
）
が
選

任
さ
れ
、
提
出
第
一
号
か
ら
第
四
号
議

案
ま
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全

議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
承
認
を
得
ま

し
た
。

　

特
に
第
一
号
議
案
で
は
、
生
乳
生
産

の
減
少
に
対
す
る
対
応
、
受
送
乳
経
費

の
圧
縮
内
容
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
二
号
議
案
で
は
、
市
場

に
お
け
る
市
乳
販
売
の
実
績
状
況
な
ど

の
質
疑
を
受
け
、
詳
細
を
報
告
す
る
と

共
に
、
各
事
業
の
合
理
化
を
さ
ら
に
進

め
る
事
を
説
明
し
、
相
馬
副
組
合
長
が

閉
会
を
宣
し
終
了
し
ま
し
た
。

� �����������������������������������

平成15年度乳質共励会表彰名簿
連続賞受賞者県表彰組合員名所属支所及びブロック表彰区分
昨年、優秀賞知 事 賞小針　秀夫青 木 支 部那須高原支所最優秀賞

農務部長賞前田　宏幸くろいそ支部

那須高原支所

優 秀 賞
14名

加藤　拓央くろいそ支部
昨年、優秀賞小林　陽子塩 原 支 部

宍戸　英樹高 久 支 部
昨年、優秀賞仙波　信男塩 原 支 部

横山　武夫中 部 支 部
伊藤　謙三高 久 支 部

昨年、優秀賞菊地　清一高 林 支 部
安田　　守西那須野支部
平野　恒夫那須南支部宇都宮支所

昨年、優秀賞石川　市郎真岡市支部

栃木県南支所
荒井　敦夫茂木町支部
梶村　健介市貝町支部
高山　明男壬生町支部
根本　弘毅那須高原支部

那須高原支所

優 良 賞
20名

利根川　晟青 木 支 部
西森　正一中 部 支 部
木村　　肇塩 原 支 部
白須　孝志中 部 支 部
阿久津正美穴 沢 支 部
池田　一夫高 林 支 部
大田原　浩青 木 支 部
小泉　源次中 部 支 部
稲垣　晶一青 木 支 部
伊藤　昭一くろいそ支部
藤田　一義大田原支部
猪瀬　良一高 久 支 部
大野　雅美那須南支部

宇都宮支所
青木　　正塩谷矢板支部
松井　　実那須南支部
大柿　彰吾宇河今市支部
橋本　一裕石橋町支部

栃木県南支所 川上　一幸茂木町支部
小倉　通保二宮町支部

※同点の場合、順不同35名計

当
日
の
出
席
状
況

定
数
百
九
十
名
、
本
人
出
席
百
四

十
五
名
、
書
面
議
決
三
十
一
名

主
な
質
疑
、
意
見
要
望
事
項

①
受
送
乳
の
経
費
削
減
に
つ
い
て

②
生
乳
販
売
事
業
の
収
支
に
つ
い
て

③
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

④
乳
質
格
差
に
つ
い
て

⑤
購
買
事
業
の
経
費
に
つ
い
て

⑥
合
併
効
果
に
つ
い
て

⑦
全
酪
連
へ
の
増
資
に
つ
い
て

⑧
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

⑨
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
つ
い
て

⑩
市
乳
販
売
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑪
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
奨
励
制
度
に
つ
い
て

　

ま
た
席
上
、
乳
質
共
励
会
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
今
年
度
よ
り
設
け
ら
れ
た
連

続
賞
と
合
わ
せ
て
、
日
頃
の
乳
質
向
上

に
対
す
る
努
力
を
賞
し
ま
し
た
。

組合長の挨拶
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不
良
乳
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

　

県
南
支
所

　

人
件
費
の
計
画
設
定
に
つ
い
て

　

組
合
の
中
期
構
想
に
つ
い
て

　

乳
質
奨
励
金
等
に
つ
い
て

　

牛
群
検
定
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

　

六
月
上
旬
よ
り
、
支
所
毎
に
地
域
説

明
会
を
四
会
場
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
総
代
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
全
組
合
員
に
十
五
年
度
事
業

実
績
及
び
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
ご
報
告
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

要
望
、
ご
意
見
を
頂
き
、
今
後
の
事
業

展
開
に
資
す
る
た
め
、
初
年
度
よ
り
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
支
所
別

説
明
は
六
月
九
日
〜
十
五
日
に
四
会
場

で
行
な
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
ご
意
見
等

　

那
須
高
原
支
所

　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

転
貸
資
金
の
借
入
限
度
に
つ
い
て

　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
建
設
に
つ
い
て

　

乳
質
保
全
規
定
に
つ
い
て

　

生
乳
検
査
に
つ
い
て

　

機
構
改
革
に
つ
い
て

　

宇
都
宮
支
所

　

増
資
計
画
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
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議長団の小森幸雄氏（右）佐藤一男氏（左）

貴重なご意見・ご要望が出されました 優良賞表彰

連続賞表彰 最優秀賞表彰

優秀賞表彰
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組
合
で
は
、
外
国
人
研
修
生
受
入
れ

事
業
に
つ
い
て
、
諸
々
検
討
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
第
一
次

受
入
れ
機
関
と
し
て
こ
の
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、酪
農
開
発
途
上
国（
主

と
し
て
中
国
）
の
担
い
手
が
先
進
技
術

を
習
得
し
、
自
国
の
産
業
振
興
に
生
か

す
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
一
農
家
に
つ

き
二
名
以
内
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

組
合
で
は
昨
年
十
月
に
事
業
説
明
会

を
開
催
し
同
時
に
受
入
れ
希
望
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
牧
場
よ
り

八
名
の
受
入
れ
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
昨
年
十
二
月
に
、
外
国
人
研
修

生
受
入
れ
協
議
会（
会
長
岡
田
純
治
氏
）

を
立
上
げ
る
と
共
に
、�
国
際
研
修
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）
の
賛
助
会
に

加
入
し
、
指
導
を
得
な
が
ら
中
国
か
ら

の
送
り
出
し
機
関
の
選
定
・
研
修
生
の

手
配
要
請
・
人
選
・
入
管
の
手
続
き
等

済
ま
せ
、
五
月
十
一
日
に
、
中
国
の
遼

寧
省
よ
り
八
名
が
来
県
し
ま
し
た
。「
芳

賀
町
少
年
自
然
の
家
」
等
に
お
い
て
、

日
本
語
・
社
会
生
活
・
酪
農
実
務
知
識

な
ど
三
週
間
の
集
合
研
修
終
了
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
農
家
に
配
属
さ
れ
、
実
務
研

修
（
非
実
務
含
む
一
年
）
と
、
技
能
実

習
（
二
年
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
生
は
二
〇
歳
か
ら
三
二
歳
の

男
子
で
、
す
で
に
日
本
語
を
習
得
し
て

い
ま
す
の
で
、
受
入
れ
農
家
に
も
好
評

で
す
。

　

今
後
の
計
画
は
、
次
回
の
研
修
生
受

入
れ
希
望
の
調
査
を
十
一
月
頃
に
実
施

し
、
研
修
生
の
受
入
れ
は
、
毎
年
五
月

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
生
の
受
入
れ
農
家
並
び
に
研
修

生
は
写
真
の
通
り
で
す
。
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県農業機械化センターでの研修

消 火 訓 練

集合研修　　　　　　　　　　

陳
暁
萌（
送
り
出
し
機
関
の
総
経
理
兼
通
訳

）

王
震
東（
松
山
秀
夫
）

�
暁
明（
皆
川
美
範
）

杜
徳
全（
㈲
エ
イ
ブ
ル
フ
ァ
ー
ム
）

范
新
�（
永
嶋
繁
）

郭　

平（
㈲
岡
田
牧
場
）

劉　

東（
㈲
エ
イ
ブ
ル
フ
ァ
ー
ム
）

何　

偉（
小
堀
哲
夫
）

姜
�
春（
永
嶋
繁
）
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那
須
高
原
支
所

　

女
性
会
那
須
支
部
視
察
研
修
会

　

六
月
二
十
三
日
、
那
須
支
部
は
新
役
員
体

制
に
な
っ
て
の
初
事
業
と
し
て
、
福
島
県
伊

達
郡
川
俣
町
に
あ
る
「
み
ち
の
く
グ
リ
ー
ン

牧
場
」
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

牧
場
は
、
国
道
１
０
４
号
線
沿
い
な
の
で

立
地
条
件
が
良
く
、
観
光
牧
場
の
経
営
に
適

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

牧
場
に
到
着
後
、
社
長
の
高
橋
勝
信
さ
ん

よ
り
経
営
概
要
の
説
明
及
び
講
演
を
一
時
間

程
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
農
業

（
食
糧
）
の
大
切
さ
・
食
の
安
全
・
自
然
環

境
の
大
切
さ
を
真
剣
に
考
え
、
そ
の
中
で
生

れ
た
牛
乳
に
豊
な
未
来
を
感
じ
、
量
の
生
産

に
走
る
こ
と
な
く
酪
農
家
と
し
て
の
社
会
的

使
命
を
果
た
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
野
外
の
施
設
で
済
ま
せ
た
後
、
広
々

と
し
た
牧
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
ロ
グ
ハ

ウ
ス
・
放
牧
場
・
乳
製
品
工
場
等
が
あ
り
、

乳
製
品
は
売
店
で
販
売
さ
れ
好
評
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
会
も
、
観
光
地
に
位
置

す
る
牧
場
の
可
能
性
に
つ
い
て
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。 

　

宇
都
宮
支
所

宇
都
宮
支
所
活
動
推
進
協
議
会

酪
農
セ
ミ
ナ
ー

　

六
月
ニ
十
三
日
（
水
）、
塩
谷
地
方
農
業
共

済
組
合
に
て
、
埼
玉
県
の
開
業
獣
医
師
で
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
シ
ン
を
実
施
し
て
い

る
芦
沢
博
道
先
生
を
招
き
『
夏
場
を
乗
り
切

る
た
め
の
基
本
的
飼
養
管
理
』
と
題
し
て
暑

熱
対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
当
協
議
会
長
の
小
森
幸
雄
氏
が
、

「
牛
乳
の
需
要
期
を
直
前
に
し
て
、
再
度
暑

熱
対
策
を
見
直
し
、
高
品
質
乳
の
生
産
と
乳

牛
の
健
康
管
理
に
努
め
て
頂
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
自
己
に
見

合
っ
た
技
術
を
一
つ
で
も
持
ち
帰
り
実
践
し

て
貰
い
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
相
馬
副
組
合
長
よ
り
挨
拶
と
と
も

に
、
組
合
の
実
績
報
告
と
中
期
構
想
等
に
つ

い
て
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
セ
ミ

ナ
ー
に
入
り
、

①
高
品
質
粗
飼
料
、
農
場
毎
の
適
切
な
栄
養

設
計
・
管
理

②
十
分
量
の

新
鮮
で
き

れ
い
な
水

③
餌
の
変
質

を
防
ぐ
ツ

ル
ツ
ル
し

て
清
潔
な

飼
槽
表
面

④
清
潔
で
滑
ら
ず
、
柔
ら
か
い
通
路

⑤
横
臥
し
や
す
く
、
乾
燥
し
た
牛
床

⑥
牛
の
ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い
一
般
管
理

⑦
体
感
温
度
を
下
げ
る
（
上
げ
な
い
）
暑
熱

対
策

と
い
う
内
容
で
、
な
ぜ
こ
れ
が
必
要
な
の
か

を
わ
か
り
易
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
を
実
行
し
て
夏
場
を
乗
り
切
っ

て
貰
え
れ
ば
と
の
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

地
域
酪
農
組
合
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
宇
都
宮
支
部
通
常
総
会

　

各
組
合
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
「
家
畜
排
せ
つ
物
」
に
関
す
る

記
帳
・
記
録
等
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

宇
河
今
市
地
域
酪
農
組
合　

六
月
十
日

塩
谷
地
域
酪
農
組
合　
　
　

六
月
十
日

ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
宇
都
宮
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
五
日

　

栃
木
県
南
支
所

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
視
察

　

女
性
会
芳
賀
支
部
（
支
部
長
・
国
母
悦
子

さ
ん
）
は
六
月
二
十
三
日
、
部
員
五
十
二
名

の
参
加
で
梅
雨
晴
れ
の
中
、
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
茂
木
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
「
美
土

里
館
」
を
見
学
し
、
県
内
で
も
指
折
り
の
高

品
質
堆
肥
醗
酵
攪
拌
処
理
プ
ラ
ン
ト
を
立
ち

上
げ
た
、
矢
野
セ
ン
タ
ー
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
説
明
に
、
熱
心
に
見
学
出
来
ま
し
た
。
こ

の
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
町
内
畜
産
農
家
か
ら
出

る
家
畜
の
糞
尿
を
町
で
収
集
・
資
源
化
し
、

悪
臭
や
地
下
水
の
汚
染
を
防
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
自
慢
の
堆
肥
は
品

質
が
良
く
、
利
用
し
た
農
作
物
の
収
穫
・
品

質
も
良
好
で
、
農
家
を
元
気
づ
け
て
く
れ
る

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
こ
れ
ま

で
十
分
に
解
っ
て
い
な
か
っ
た
堆
肥
の
醗
酵

過
程
を
、
こ
の
視
察
で
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
牧
場
で
こ
の
知
識
が
役
に
立
つ

こ
と
と
思
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
ホ
テ
ル
・
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
茂
木
で

楽
し
ん
だ
後
、
市
貝
町
の
永
嶋
牧
場
へ
向
か

い
ま
し
た
。
永
嶋
牧
場
は
、
搾
乳
牛
一
八
五

頭
、
育
成
牛
三
十
五
頭
の
大
規
模
経
営
で
、

近
代
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
関
心
は
特
に
自
動
哺
乳
機
へ

と
集
中
し
、
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
見
学
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
永
嶋

さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
、牧
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
研
修
会
も
、
よ
り
多
く
の
部
員
が

参
加
さ
れ
、
酪

農
経
営
の
ヒ

ン
ト
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
持

ち
帰
れ
る
も

の
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

茂木町堆肥センター「美土里館」
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

と
よ
り
、
懸
念
さ
れ
る
脱
粉
在
庫
も
積

み
増
し
さ
れ
、
生
乳
の
需
給
は
緩
和
傾

向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
最
需
要

期
を
向
か
え
る
こ
と
か
ら
需
要
回
復
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

乳
質
に
お
い
て
は
四
月
・
五
月
と
も

無
脂
固
形
分
率
・
脂
肪
率
は
ほ
ぼ
前
年

並
の
良
好
な
成
績
と
な
っ
て
お
り
、
細

胞
数
に
つ
い
て
は
前
年
を
上
回
る
好
成

績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
・
五
月
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

酪　

農　

部

　

青
年
部
本
部
通
常
総
会

　

六
月
七
日
（
月
）、
ふ
れ
あ
い
牧
場
に

於
い
て
、
酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
第
三
回

通
常
総
会
（
代
議
員
）
が
開
催
さ
れ
、

執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
議
案
は
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
と
し
て
、
親
善
球
技
大
会

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
）、研

修
会
（
講
習
会
）
を
実
施
し
ま
す
。

後
継
者
対
策
と
し
て
、
第
二
回
出
会
い

・
ふ
れ
愛
の
会
の
実
施
が
計
画
さ
れ
て

生
乳
販
売
部

　

生
乳
生
産
回
復
傾
向
に
！

　

四
月
の
生
乳
生
産
乳
量
は
前
年
比
一

〇
〇
・
三
％
、
五
月
は
一
〇
二
・
二
％

と
前
月
ま
で
の
減
少
傾
向
か
ら
増
加
に

転
じ
た
。

　

昨
年
の
冷
夏
に
よ
る
受
胎
率
の
向
上
、

牛
体
の
痛
み
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
影

響
し
、
回
復
傾
向
を
見
せ
た
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。
直
近
（
六
月
下
旬
は
一
〇

四
％
増
）
に
お
い
て
は
前
年
を
大
き
く

上
回
る
生
産
を
示
し
て
お
り
今
後
、
最

需
要
期
を
迎
え
て
本
格
的
な
生
産
回
復

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

都
府
県
に
お
い
て
は
四
月
は
一
・
九

％
減
と
相
変
わ
ら
ず
減
少
傾
向
と
な
り

ま
し
た
が
、
関
東
に
お
い
て
は
一
〇
〇

・
六
％
と
前
年
を
上
回
り
六
・
七
月
に

つ
い
て
も
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

る
も
の
と
考
え
ま
す
。。

　

一
方
、
用
途
別
販
売
実
績
は
、
関
東

生
乳
販
連
に
お
い
て
、
飲
用
牛
乳
向
け

販
売
量
が
四
月
は
前
年
比
九
六
・
四
％

・
五
月
は
九
十
七
・
一
％
と
依
然
と
し

て
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ず
、
特
定
乳
製

品
向
け
に
つ
い
は
飲
用
消
費
量
の
減
少

か
ら
四
月
が
前
年
比
一
一
九
・
八
％
・

五
月
は
一
二
四
・
三
％
と
増
加
し
た
こ

�
�
�
���



酪農とちぎ農業協同組合　2004. 7.14●7

６月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

338310154944912846月 9日北 見

4810789481264993106月10日十 勝

2775811814911576月16日釧 路

1660125611434762796月17日根 室

187574311054842136月18日豊 富

11740244720553194881,243合 計

47351143117062145151,661前 月

12022016559124651,181前年同月

〔単位：円（税込）〕平成16年６月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

２１,６３０７,３５０３２,５５０－５ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１２４,８９５６４,０５０１７１,１５０－７４Ｆ１雄

６９,７２０４５,１５０１４３,８５０－５５Ｆ１雌

５９,２２２３９,０００８１,０００７２９ホルス雄

十
七
日

館　

林
１４８,６３６１２６,０００１８６,０００６８１１Ｆ１雄

１０４,２３５７３,０００１３６,０００７０１７Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

い
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
酪
農
青
年
女
性
会
議

を
初
め
と
す
る
関
係
団
体
行
事（
事
業
）

へ
参
加
協
力
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
全
共
開
催
場
所
（
壬
生

町
）
に
て
、
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・

ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

青
年
部
活
動
の
充
実
は
勿
論
で
す
が
、

全
共
栃
木
大
会
成
功
へ
向
け
た
活
動
に

も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

女
性
会
本
部
通
常
総
会

　

六
月
四
日
（
金
）、
高
根
沢
町
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
に
於
い
て
、
酪
農
と
ち
ぎ

女
性
会
第
三
回
通
常
総
会
（
代
議
員
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
会
長
は
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め

る
に
は
、
自
分
を
高
め
る
こ
と
に
尽
き

る
。
女
性
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
学
ぶ

姿
勢
で
あ
り
、
支
部
役
員
な
ど
に
な
っ

て
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
る
と
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

　

議
長
に
塩
谷
支
部
の
坂
部
生
子
氏
が

選
任
さ
れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
全
議
案
は
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
親
睦
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
部
役
員
改
選

　

青
年
部
・
女
性
会
の
通
常
総
会
に
て

役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
本
部
役
員
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
各
組
織
の
新
役

員
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

前
役
員
に
は
、
各
々
組
織
作
り
に
ご

尽
力
頂
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
役
員
に
は
、
各
組
織
の
更
な
る
発
展

に
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

青年部・女性会本部新役員
女性会

支　部　名氏　　名役　職
塩谷支部斎藤　典子会　長
大田原支部長谷川マキ子副会長
芳賀支部国母　悦子副会長
宇河・今市支部郷間美知子会　計
那須支部清水恵美子監　事
河内南部・下都賀支部舘野　道子監　事
黒磯支部阿久津モモ委　員
塩原・西那須野支部松原きのえ委　員
那須南支部荒井　京子委　員
那須支部今　　克枝参　与

青年部
支　部　名氏　　名役　職

宇河・今市支部植木　　茂部　長
黒磯支部相馬　義樹副部長
芳賀支部大島　秀樹副部長
大田原支部坂主　　豊会　計
塩谷支部物井　昭夫監　事
河内南部・下都賀支部坂本　覚治監　事
那須支部塩島　春樹委　員
塩原・西那須野支部大金　一志委　員
那須南支部小滝　　淳委　員
塩原・西那須野支部渡辺　　透参　与



酪農とちぎ農業協同組合　2004. 7.14●8酪農とちぎ機関誌【第24号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

　

出
品
希
望
者
は
、
出
品
申
込
書
の
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
所
轄
支
所
・
事
業

所
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

�
　
　
�
　
　
�

　

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

組
合
で
は
事
業
・
運
営
等
の
改
善
を

図
る
た
め
、
こ
の
た
び
Ｊ
Ａ
栃
木
中
央

会
の
「
Ｊ
Ａ
総
合
診
断
事
業
」
を
受
診

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
無
作
為
に
選
出
し
た
組
合
員
の
皆

様
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
が
届
き
ま
し
た
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
調
査
に
つ
い
て
は
無
記
名
で
実

施
し
、
集
計
等
は
Ｊ
Ａ
中
央
会
が
行
い

ま
す
の
で
、
回
答
者
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

六
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

六
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

支
所
別
地
域
説
明
会
に
つ
い
て

　

�四
 
　

建
設
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

　

�五
 
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
建
設
に
伴
う
入

札
結
果
に
つ
い
て

　

�六
 
　

関
連
会
社（
栃
木
明
治
牛
乳
㈱
）

の
業
務
報
告
に
つ
い
て

　

�七
 
　

栃
木
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合

会
の
理
事
選
出
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

フ
リ
ー
ズ
と
は
、
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー

シ
ョ
ン
の
こ
と
で
、
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ

ー
ド
を
動
か
し
て
も
モ
ニ
タ
の
画
像
に

変
化
が
な
く
、
静
止
画
と
な
っ
て
表
示

さ
れ
て
い
る
状
態
を
さ
し
ま
す
。
こ
の

現
象
が
出
た
後
で
は
対
処
方
法
が
殆
ど

な
い
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
再
起
動

す
る
と
通
常
通
り
使
用
出
来
る
場
合
が

殆
ど
で
す
。
フ
リ
ー
ズ
に
至
る
ま
で
に

は
様
々
な
原
因
が
あ
り
、
素
人
（
私
を

含
め
）
が
現
物
を
調
査
し
て
も
特
定
出

来
な
い
ケ
ー
ス
が
殆
ど
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
は
フ
リ
ー
ズ
し
て
当
然
と
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
通
年
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て

い
ま
す
と
、
フ
リ
ー
ズ
が
起
き
な
か
っ

た
パ
ソ
コ
ン
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
フ
リ
ー
ズ
が
頻
発
す
る
様
で

あ
れ
ば
問
題
で
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
し

使
用
を
続
け
て
い
る
と
、
要
因
に
よ
っ

て
は
大
切
な
デ
ー
タ
の
破
損
な
ど
に
繋

が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
の

対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
部
品
は
交
換
で
解
決
出
来
ま
す
が
、

デ
ー
タ
は
作
り
直
し
出
来
る
物
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
普
段
か
ら
の

デ
ー
タ
の
複
製
（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
は

重
要
で
す
。
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近
年
、
乳
牛
の
高
能
力
、
高
品
質
化

へ
の
技
術
の
改
善
は
著
し
く
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
飼
養
管
理
も
複

雑
化
し
、
飼
料
給
与
も
濃
厚
飼
料
偏
重

型
と
な
り
、
牛
の
生
理
に
そ
ぐ
わ
な
い

例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

濃
厚
飼
料
の
多
給
は
粗
飼
料
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
、
第
一
胃
を
酸
性
化
し
、

微
生
物
群
の
働
き
を
悪
く
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
食
欲
減
退
、
飼
料
効
率
の
低

下
、
乳
量
減
少
、
乳
脂
率
低
下
の
原
因

と
な
り
、
特
に
暑
熱
時
の
ヒ
ー
ト
ス
ト

レ
ス
は
食
欲
不
振
を
招
き
そ
れ
を
増
長

さ
せ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
組
合
と
し
ま
し

て
第
一
胃
の
緩
衝
剤
と
し
て
別
表
の
重

曹
剤
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
八
月
末
ま
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

ご
利
用
頂
き
、
健
康
な
牛
共
々
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
支
所
経
済
課
ま
で
。
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�二
 
　

五
月
度
実
績
に
つ
い
て

　

�三
 
　

那
須
高
原
支
所
設
計
に
つ
い
て

　

�四
 
　

夏
季
手
当
に
つ
い
て

�
�
�
�

第
十
七
回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
及
び
第
一
回
栃
木
県
ジ
ャ

ー
ジ
ー
共
進
会

開
催
期
日

　

平
成
十
六
年
十
一
月
三
日
（
水
）

開
催
場
所

　

壬
生
町
羽
生
田
地
内
県
有
地

主
催　

栃
木
県
酪
連

出
品
区
分

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種　

第
一
部
〜
第
十

　

部
百
二
十
頭
予
定

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種　

第
一
部
〜
第
三
部

十
五
頭
予
定

��
��
��
��
��
��

キャンペーン
価 格

通 常
価 格

重 量
単 位品　　名

3,5503,75020㎏重曹ペレット

1,3301,53020㎏重曹トクヤマ

4,0004,70020㎏アシドパンチ

3,0003,80020㎏アルカリくん


